
紹
和
二
十
四
年
六
門
丹
一
臼
運
鹸
…
省
特
別
扱
承
認
雑
誌
嬢
濯
墜
五
瓢
一
號

紹
和
三
十
五
年
十
月
一
旧
凝
行
（
毎
錯
一
園
嚢
行
）

第四十一・巻　　　第一冊

　　　　　第四百七十一號

　　昭和三十五年十月一臼畿行

構
想
力
の
問
題
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
石

フ
ソ
サ
ー
ル
の
「
エ
イ
ド
ス
」
…
…
…
…
…
…
曳
円

精
神
現
象
學
の
成
立
史
…
…
…
…
：
…
：
・
…
・
…
米

　
1
．
ヘ
ー
ゲ
ル
精
紳
現
象
學
の
研
究
一
－

　
新
着
外
國
雑
誌
所
載
論
文
一
覧

倉
木

隆

田

守 嘉 仁

京都大學文學部内

京都哲學會



京
都
哲
學
曾
規
約

一
、
本
會
は
贋
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
圏
る

こ
と
を
目
的
と
す
る

一
、
君
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

8
　
毎
月
一
回
會
誌
「
哲
學
研
究
」
を
獲
行
ず
る

暢
　
毎
年
公
開
講
演
倉
を
溺
く

日
　
随
蒔
研
究
會
を
開
く

一
、
本
四
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
東
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
宮
及
び
委
員
・
曾
に
お
い

て
推
薦
し
た
も
の
に
委
囑
す
る

一
、
本
會
に
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
愈
員
の
中
か

ら
委
員
會
が
推
薦
す
る

一
、
本
倉
は
會
員
組
織
と
し
禽
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

い
　
母
校
・
國
書
館
・
其
他
の
團
膿
は
醐
艘
の
名
を
以
て
入

會
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
高
目
は
會
［
費
と
し
て
年
一
、
二
二
〇
圓
（
會
誌
十
二
研
分

を
含
む
）
を
前
納
す
る

但
し
　
二
回
目
は
三
回
に
分
納
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
倉
員
は
會
誌
の
配
窃
を
受
け
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
庸
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
愈
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

｝
、
規
約
の
改
正
は
委
員
會
の
決
定
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員

本武松蓮野西長土棚田武高湿寄目柿大臼上井澄池一

握罵舗饒岐瀬㌔礁醐鰯　田賀
P…芳俊祐峯∵田義簗

治雄海康夫治入夫爾郎範郎郎夫郎一三尚夫勉に祐郎



「

ノ

京
都
哲
學
會
公
開
講
演
會

ら

日
　
時
　
　
十
一
月
十
二
日
（
土
）
午
後
一
時
孚

會
場
　

京
都
大
學
文
學
部
第
一
教
室

原
始
藝
術
に
お
け
る
抽
象
の
問
題
…
…
…
…
－

　
　
　
一
土
　
偶
一

－
京
都
大
學
教
授

蓮
實
重
康

使
徒
パ
ウ
ロ
の
神
秘
主
義
に
つ
い
て

－
京
都
大
學
助
教
授

武
藤
　
一
　
雄

☆
右
終
了
後
真
友
會
館
に
て
懇
談
晩
餐
會
を
開
き
ま
す
。
多
数
御
参
下
下
さ
い
。
（
會
費
約
五
〇
〇
圓
）

☆
所
属
機
關
長
宛
主
張
許
．
司
依
頼
状
御
入
用
の
方
は
京
大
宗
教
學
研
究
室
ま
で
御
申
出
下
さ
い
。
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哲
錫
壽
燐
究
　
　
第
四
蒼
七
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隣
六

あ
る
ま
い
。
…
棚
闘
は
常
に
同
時
に
生
世
界
へ
根
源
的
反
省
を
投
げ
か
け
る
こ
と
と
し
て
、
受
動
、
能
動
の
二
方
満
を
統
一
の
方
向
へ
垂
直

に
突
破
し
た
場
所
に
お
い
て
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
、
意
味
と
存
在
と
の
關
係
を
め
ぐ
る
存
在
論
的
考
察
を
生
世
界
と
エ
ゴ

と
の
一
磁
化
的
翼
膿
相
に
お
い
て
、
ザ
ハ
リ
ッ
ヒ
に
途
行
ず
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
、
そ
の
猫
霞
の
直
読
性
を
十
分
に
解

明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
始
め
て
、
存
在
と
意
昧
と
の
問
の
根
源
的
瀾
係
が
示
さ
れ
、
か
く
し
て
現
象
學
は
「
現
象

學
の
現
象
學
」
と
し
て
の
「
自
己
還
録
鳳
を
行
い
、
自
己
自
ら
の
中
か
ら
基
礎
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
（
了
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
者
　
九
州
歯
科
大
學
〔
猫
逸
語
〕
非
常
勤
講
師
）

　巾　．　一　　國　　　　　　　一

㎝
　
「
結

合
　
黙
’
…

－
…
・
爵
の
寄
り
合
う
場
研
1

－
櫨
　
賑

藏

原
初
期
ギ
リ
シ
訪
、
と
ハ
イ
デ
ッ
ガ
…
：
照
　
中
　
加
　
夫

隠
的
論
的
入
間
の
定
位
：

藁
　
報

第
鱈
や
巻
総
目
次

遷
り

－
鹿
　
毛
　
誠
　
一

　
彦
卜
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哲
學
研
究
　
第
四
百
七
十
一
號

解
繹
を
受
け
入
れ
な
が
ら
、
後
宇
の
部
分
を
、
ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
が
し
た

や
う
に
す
ぐ
さ
ま
「
精
榊
暫
學
」
と
解
し
な
い
で
、
嬢
實
に
ヘ
ー
ゲ
ル
的

な
書
薬
の
意
味
に
於
て
「
精
紳
の
現
象
隠
ご
で
あ
る
と
解
し
、
從
っ
て
現

象
學
の
成
立
過
程
を
「
燗
人
的
意
識
の
現
象
學
」
か
ら
「
精
紳
一
般
の
現

象
學
」
へ
の
戒
長
と
解
し
た
の
は
、
専
意
な
墨
書
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る

（
頃
毛
弓
。
響
P
Ω
窪
傍
Φ
簿
ω
窪
琴
露
壇
ゆ
浄
ド
℃
瀬
き
影
曾
。
ぴ
触
①
山
①

一、

ｸ
。
・
箕
ド
℃
「
q
。
。
占
P
象
・
ご
）
。
そ
し
て
こ
の
解
繹
は
、
ま
た
、
現
象
學

の
前
孚
か
ら
後
孚
へ
の
移
り
行
き
を
、
　
「
意
識
の
現
象
學
嵐
か
ら
「
客
観

的
既
記
の
現
象
學
し
へ
の
移
行
と
解
さ
れ
る
務
憂
博
士
の
解
羅
と
も
一
致

す
る
わ
け
で
あ
る
（
岡
博
士
、
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
、
七
六
頁
一
七
七
頁
、
七

八
頁
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
者
　
佐
賀
大
學
文
理
學
部
〔
哲
學
〕
教
授
）

七
四

．　T

人
生
の
閉
的
・
：

　チ

　ヤ
　1
　ル
　ズ
三・

小雪
細↓

敏ホ

雄1
繹ン

篤
際
彫
ヌ
ス
に
。
け
る
羅
と
－
金

精
紳
現
象
學
の
成
立
史
（
完
Y
…
：
…
…
米

　
　
一
へ
…
ゲ
ル
本
誌
環
象
學
の
研
究
、
　
一
ー
ー
1

子
　
晴
　
勇

倉

郵
繕
写
器
オ
ル
。
の
・
－
…
細
川

　
　
ー
ヴ
ォ
ル
フ
研
究
、
其
の
二
i

守董



　
　
　
　
會
　
　
　
面

一、

{
愈
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
畦
引
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
愈
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
薩
吉
田
京
都
大
學
文

學
部
内
京
都
哲
學
禽
（
振
替
口
座
京
都
懇
○
　
二
九
番
　
京
都

哲
學
會
）
宛
に
規
定
の
愈
費
（
年
～
、
二
二
〇
劉
又
は
牟
年

山
公
○
圓
）
を
お
携
込
下
さ
い

又
會
員
へ
の
會
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
、
及
び
螢

賞
に
關
す
る
～
切
は
東
京
都
千
代
団
簸
代
窟
町
二
　
創
文
砒

　
（
振
替
ロ
座
東
京
九
二
閥
七
二
番
創
文
敏
）
宛
に
願
い
ま
す

一、

�
?
切
れ
の
場
合
は
封
筒
に
「
前
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
京
都
哲
學
會
宛
御
彿
込
下
さ
い
、
　
（
　
年
分

又
は
帯
年
分
）
會
費
は
原
則
と
し
て
ホ
誌
十
二
研
（
又
は
六

冊
）
の
送
附
濟
を
以
て
壷
金
切
れ
と
し
、
會
費
の
攣
翼
其
他

の
事
情
に
よ
る
過
不
足
は
一
年
（
又
は
牛
年
）
毎
に
精
算
し

ま
す

一、

D
員
の
韓
居
入
退
會
の
事
務
及
び
編
集
事
務
の
一
切
は
京

都
哲
學
禽
宛
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
集
に
蘭
す
る
通
信
・
新
刊
書
・
寄
贈
雑
誌
等
は

本
書
宛
に
お
送
り
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
　
都
　
哲
　
學
　
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
友
京
癌
吉
醸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
察
都
大
學
文
學
部
内

昭
和
三
十
五
年
九
月
三
十
日
印
刷

昭
和
三
十
五
年
十
月
一
日
駿
行

編
集
人

螢
行
駈

襲
行
人

印
盛
人

印
醐
所

橡
式
會
猷

東堀堀東久土野京京
轟内内三保　三都都

璽譲文1山霧哲

1綱治1》1學

　　　　　　内會六所郎二男夫

創
　
　
文
　
　
肚

取
京
都
千
代
団
醗
代
官
町
二

振
替
ロ
塵
　
東
窟
　
九
二
霞
七
二
番

蹴
蕗
　
丸
ノ
内
　
葱
　
四
〇
〇
八
番

註
　
文
　
規
　
定

一
、
會
員
以
外
の
騰
…
譲
者
の
御
右
文
及
び
廣
告
掲
載
に
閥
す
る

件
は
「
創
文
砒
」
へ
御
串
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
定
贋
一

二
〇
圓
、
送
料
。
八
圏
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
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